
シ

ョ

ウ

コ

ウ

オ

ヤ

ワ

館

応

が

設

け

ら

れ

て

、
そ
れ
を
恕
い
だ
。

ト
シ
カ
ゼ
年
風

ト

シ

ノ
ウ
チ
と
し
の
う
ち

金
持
の
俳
人

m大

年

風

。

軒

。

初

に

編

者

の

亡
帥
後
川
の
授
句
六
イ
五
蛍
を
掘

ト
シ
カ
ネ
俊
張
問
陥
一主
仰
木
・郷
に
山
叫
す
る
部
訴
。

一
げ
、
次
に
そ
の
融
制

『
年
の
内
の
春
に
も
迩
へ
ぬ
命

ト
シ
コ
シ
年
越
ハ
一
d

除
夜

l
荷
山
政
時
代
に
、
除

一
ーかな
』
を
俊
旬
と
し
た
附
A
n
が
あ
り
、
事
和
一
一
年
後

夜
を
大
年
と
い
う
た
の
は
、大
年
越
の
略
で
あ
ら
う。

一
川
三
川
忠
の
舘
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
加
に
俳
悩
約

玄
捌
・式
ぷ
・
策
，
附
・
引
間
専
に
、
続
仙
を
縫
っ
た
土

一
二
円
此
が
治
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
後
川
が
芭

加
を
也
い
て
期
日
川
し
、
文
同
雌
以
に
張
木
を
茨
き
、

一
旅
行
年
忌
に
日
っ
て
、『
政
に
病
ん
で
拶
は
枯
野
を
か

世
前
後
に
山
闘
を
柳
L
、
中
に
紗
大
野
と
山
搬
の
れ
と
を

一
け
め
ぐ
る
』
を
波
句
と
し
て
興
行
し
た
附
合
で
あ

技
じ
、
之
を
汲
ん
で
家
政
に
供
し
た
。
創
出
を
間
続

一
る
。
序
は
後
川
の
間
目
指
也
。
京
一
勝

m
g右
衛
門
等
絞
。

と
い
ひ
、
後
点
目
を

-m茶
と
い
う
た
o

一

ト
シ
マ
ダ
ン
ゴ
年
増
園
子

m
羽
咋
郡
地
方
で
、

合
一
〉
六
日
年
越
l
.止
H

月
六
日
を
い
ひ
、間
的
・師
法
の

一
自
己
と
何
年
院
の
も
の
L
死
ん
だ
時
、
間
子
を
作
つ

院
は
大
作
に
同
じ
か
っ
た
。
こ
の
官
官
門
前
の
松
飾
を

一
て
分
但
し
、
生
命
の
u
N
か
ら
ん
こ
と
を
析
っ
た
を
い

撤

し

た

。

ふ

。

会
一
)
十
四
日
年
結
!
正
M
M
十
四
日
で
、
そ
の
印
刷
六
日

年
越
に
同
じ
〈
、
ι
副
総
捌
は
今
日
限
b
仰
せ
ら
れ
、

明
朗
の
友
特
u
N
に
裂
か
れ
た
。

ト
シ
ト
ヲ
ジ
ン

歳
徳
神
田
川
政
川
代
に
正
H
n
I
A

の
聞
の
間
四
方
に
棚
を
け山
し
て
政
鋭
利
を
然
。
、
注
辿

-a

，a
 

を
張
。
、
白
川
附
拘
を
怒
け
、
信
明
を
供
へ
た
。
若
し

年
内
文
容
の
必
合
に
は
、
H

蹴
徳
側
は
印
分
自
白
か
ら

町川ら
れ
た
。

照
射
公
御
夜
話
。

」
ウ
メ
タ
ト
シ
カ
ゼ

ト
シ
ト
ナ
マ
ツ
リ

歳
徳
祭
出
附
政
時
代
に
、
正

月
十
抗
日
加
悦
左
義
伎
の
際
、
町
方
の
詑
少
年
が
則

慣
を
作
。
、
民
俗
と
引
い
た
大
行
僚
を
竹
竿
に
お
い

で
知
げ
、
『
段
徳
川
凶
徳
』
と
注
呼
し
て
品
川
耐
の
附
也
を

ね
り
担
。
、
終
に
そ
れ
を
依
然
て
る
も
の
が
あ
っ

た
。
之
を
町
副
総
祭
と
い
ひ
、
そ
の
際
他
の
凶
惚
と
衝

突
m
U
M
略
す
る
を
快
と
し
た
。

ト
シ
ノ
イ
チ
年
の
市

税
政
時
代
金
持
の
城
下

で
は
十
二
月

H
五
日
か
ら
、
腕
々
木
町
の
木
戸
際
に

年
の
市
が
山聞
か
れ
て
、
正
且
入
用
の
附
物
を
闘
う
た。

殊
に
浅
野
川
挽
抽
出
門
綿
製
問
〉
で
は
、
道
路
の
-陶
側
に

ト
シ
ー
ー
ト
タ

栴
凶

ト
シ
ヨ
リ
シ
ユ
ウ
年
寄

衆

加

白
山耐
に
於
い
て

執
政
の
慌
を
年
計
探
と
い
ふ
こ
と
は
、
何
れ
の
頃
に

初
る
か
明
怖
で
な
い
が
、
際日目
十
二
年
六
且
四
日
奥

村
伊
蝕
守
氷
嗣
・篠
駅
間
刑
制
守
一
平
-m
剛
山
大
阪
長
知

か
ら
御
川
方
役
人
に
巾
捜
し
た
法
山
由
に
年
待
の
名

問
の
あ
る
の
が
文
献
に
見
え
る
初
で
あ
ら
う
。
利
常

の
時
元
和
三
年
拡
且
十
三
日
徳
川
努
忠
が
臨
邸
の
際

持
制
し
た
本
多
安
房
守
政
一
度
・紘
山
山
城
守
長
知
・奥

村
河
内
守
災
問
・
松
平
伯
役
限
定
・
航
山
大
脇
版
玄
・

川剛
山
式
部
長
治
制
谷
信
浪
守
守
孝

-u
m下
野
守
宗

-仙
・今
紋
民
部
政
恒
の
九
人
、
同
六
年
刊
び
臨
邸
の

際
抑
制
し
た
本
多
安
防
守
股
鼠
・杭
山
山
城{寸
M
K
知
・

前
川
封
M
m
直
正
・H
K
九
郎
左
衛
門
辿
駅
・奥
村
河
内
祭

政
・航
山
大
脇
牒
玄
小
幡
宮
内
長
次
・
奥
村
凶
腕
易

英
・白
山
下
部
直
吉
・
制
谷
品
川
抗
出
守
キ
・
諮
問
勘
兵
衛

軍
次
・今
枝
民
部
直
恒
・
生
駒
内
腿
直
談
・
脇
旧
待
刀

震
俊
の
十
四
人
の
如
き
も
皆
事
質
上
年
目
川と
関
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
冗
文
元
年
の
頃
本
多
安
房
政

長
・
前
出
三
左
衛
門
直
之
・
長
九
郎
左
衛
門
法
制
・航

山
左
衛
門
忠
次
・
前
悶
封
馬
孝
貞
・
奥
村
河
内
祭
政
・

奥
村
凶
幡
府
組
・小
幡
宮
内
長
次
・今
枝
民
館
近
畿
丸

人
を
待
合
と
し
、
そ
の
集
合
す
る
所
を
お
合
同
山
と
い

う
た
。
そ
の
後
延
認
申
に
主
つ
て
は
、
年
前
中
の
名

顕
然
と
し
て
見
え
た
る
も
的
合
の
名
向
山
口
し
、
点
手

三
年
十
一
且
十
三
日
大
年
鮮
人
持
組
問
に
本
多
安
腸

政
長
・前
回
佐
渡
学
h

以
・
奥
村
阿
国
岐
町
磁
・
奥
村
伊
懲

時
成
、
人
持
組
問叫
に
問
問
附
後
直
佐

・
長
九
郎
左
衛

門
向
辿
・
州
制
山
左
御
門
英
同
開
を
命
ぜ
ら
れ
る
に
及
ん

で
飢
に
笥
合
の
名
な
〈
、
元
総
三
年
九
且
二
十
九
日

村
井
出
主
規
授
の
前
回
直
佐
に
代
っ
て
え
持
純
一則
と

な
る
に
烹
っ
て
、
後
併
の
年
寄
衆
八
家
の
制
と
な
っ

た
。
年
計
栄
は
年
中
前
中
と
も
裂
き
、
そ
の
う
ち
諸
大

夫
に
叙
岡
山
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
年
町
御
胞
の
際
な
ど

川
口
泊
の
年
計
中
と
引
離
し
て
別
併
と
し
た
。

ト
シ
ヨ
リ
ジ
ユ
ウ
セ
キ
シ
ユ
ヒ
ツ
年
寄
中
席
貌

怨
御
年
山
市
中
町
執
僚
の
始
は
詐
か
で
な
い
が
、
佐

佐
木
志
抽
出
陣
な
ど
之
を
勤
め
た
と
い
ふ
か
ら
、
能
郡

の
者
に
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
見
文
年
中
に

主
っ
て
御
録
用
者
よ
り
之
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
元

職
年
中
加
藤
諮
助
が
御
釘
用
者
小
一
則
前
に
任
じ
、
日

つ
詰
取
を
も
余
ね
勤
め
た
。
芋
保
年
中
に
京
つ
て
は
、

神
揃
三
太
夫
・
静
江
太
左
術
門
が
勤
め
た
が
、
是
は

士
分
か
ら
任
ぜ
ら
れ
た
初
で
あ
り
、以
後
辿
約
し
た
。

執
僚
と
は
年
お
中
附
に
限
る
留
郵
の
臨
名
で
あ
る
。

ト
シ
ヨ
リ
セ
キ
Z
ナ
ラ
ヒ

年
寄
席
見
習

加

賀

滞
年
都
中
入
家
の
嫡
子
に
し
て
、
年
院
の
長
じ
た
る

も
の
は
、
別
に
椴
概
ね
三
千
石
を
給
せ
ら
れ
て
、
年

目
前
の
末
斑
に
列
し
、
政
滋
に
多
血
(
し
た
。
年
出
川中
府

見
朝
日
と
い
ふ
者
是
で
あ
る
。

ト
シ
ヨ
リ
ナ
ξ

年
寄
並

J
ト
ヲ
ム
ラ

十
村。

ト
シ
ヲ
年
緒

』
ス
ガ
ヤ
ト
Y
ヲ
官
屋
年
緒
。

ト
シ
ヲ
ト
コ
年
男

部川政
時
代
に
誼
僚
の
式
に

撒
一豆
を
挙
る
者
で
あ
る
が
、
域
内
で
は
台
所
挙
行
が

そ
の
任
に
泊
っ
た

o
U年
の
年
男
た
る
べ
き
も
の
は
、

亦
前
年
の
煤
識
の
俊
を
準
。
、
十
二

H
H八
日
政
界

出品川凶の
日
に
、
具
足
の
鈴
併
を
滞
侠
mh
室
の
床
の
聞

に
飾
る
任
に
も
抗
っ
た
。

ト
ダ

富
岡

』

ト
ミ
夕
刊

Mm。

ト
ダ
カ
ズ
マ
戸
回
数

馬

石

川
榔山古
川
の
人
加

B
R
屋
大
川剛山?の
子、

幼
名
六
三
郎
。
大
野
の
巾
村
民

帥雲間

・
金
内
仰
の
山
川
右
術
門
臨
す
に
就
い
て
彫
刻
を
同
小
び

之
を
能
く
し
た
。
明
治
六
年
能
美
山
派
披
れ
戸
川
符

定
の
義
子
と
な
り
、
政
応
と
帯
し
て
跡
取
を
助
的
、

十
六
年
六
月
二
十

H
渡
し
た
。
享
年
四
十
二
。

ト
ダ
カ
ツ
h
F
ケ

戸

田

勝
武

迎
抑
制
消
太
夫
。
父

は
奥
一
郎
。
点
字
二
年
治
知
六
百
石
を
裂
ぎ
、
御山打

開川
裕
行
・
問時制
・御
先

m
m・
前
凶
青
山
偲
御
守
械
御
川

に
Mm.
任
し
、
日
午
保
九
年
入
且
七
日
七
十
五
"凶
で
裂
。

ト
ダ
カ
ッ
ト
モ

戸
田
勝
具
活
問
桝
川
問
太
郎
・災
一

郎
。
天
間
コ
一
年
出
舟
新
知
三
百
石
を
交
付
、
組
外
よ

り
御
山
内
組
制
に
判
じ
、
弓
矢
郡
行

・
前
印
刷
刊
政
御
抱

守
、
間
御
附
大
小
持
組
・弓
矢
奉
行
〈
再
勤
〉
前
山
野

田
山
日
御
抱
守
・
問
御
附
大
小
勝
航
円
よ
り
界
地
し
て
定

番
問州
政
に
主
。
、
文
化
七
年
三
且
二
一白
石
を
加
へ
、

文
政
元
年
八

H
X
~白
石
を
憎
し
、
二
年
閉
山
し
た
。

ト
ダ
カ
ツ
ヨ
シ
戸
田
勝
芳

辺
都
五
左
衛
門
・興

一
郎

・
山
川
太
夫
。
興
一
郎
守
防
の
子
。
初
め
新
知
二

宵
石
を
受
け
、
大
小
将
よ
り
袋
小
将
と
な
り
、
御
似

番
・御
近
習
御
用
を
斜
、
安
永
五
年
三
且
家
信
千
円

石
を
閉
山
ぎ
人
持
組
に
列
し
た
が
、
天
明
二
年
十
M
岱

陪
を
命
ぜ
ら
れ
、
十
一

R
二
日
誌
ぬ
の
宣
告
を
得
て

一
一
刻
預
と
な
り
、
三
年
況
且
什

一
日

能
鷲
ぬ
に
赴

き
、
二
十
人
扶
持
を
受
け
、
五
年
十
一

且
五
日
記
所

御
犯
、
文
化
申
六
十
四
蹴
を
以
て
波
し
た
。
子
仰
太

郎
ハ
後
奥

一
郎
腕

HO
組
父
が
老
年
に
歪
る
ま
で
能
く

五
九
三


